
9｜学校経営アカデミー｜8｜学校経営アカデミー｜

「探究活動」のすすめ

特 別 連 載

「
探
究
活
動
」
の
す
す
め

特
別
連
載

　英語の小学校段階からの導入や新

大学入試に関するもの等、毎日教育

に関するニュースを見ない日がないほ

ど、現在の教育改革の影響は大きく、

私達はその渦中にいます。今回の教

育改革の基礎となるのは、2016年の

新学習指導要領への答申であり、幼

稚園から高等学校まで段階的に新学

習指導要領の周知、実施が行われま

す1 （幼稚園は2018年度から、高等

学校は2022年度から）。今回の教育

改革は戦後に行われたものの中でも

最大規模のものと言っても過言では

ありません。その理由として、学習指

導要領の変更が大学入試、大学教

育、科目構成の変更等と関連している

ことが挙げられます。これまでは、高

等学校の学習指導要領の変更と大学

入試改革との関連が薄く、大学入試

の重要性の高さから学校現場におけ

る学習指導要領の浸透が課題であっ

たことも今回の改革の要因と言えま

す。そのため、新たな学習指導要領

の理解とその効果的な実施が学校現

場において最重要事項と言えます。

　まずは、この学習指導要領のポイ

ントについて説明を行います。この学

習指導要領の改訂の背景となるのは、

「情報化やグローバル化といった社

会的変化が、人間の予測を超えて進

展するようになってきていること、そし

て、人工知能の発達により、与えられ

た目的を処理するのではなく、目的を

自ら考え出し、その目的に応じて必要

な情報を見いだし、情報を基に深く

理解して自分の考えをまとめたり、相

手にふさわしい表現を工夫したり、答

えのない課題に対して、多様な他者と

協働しながら目的に応じた納得解を

見いだしたりすることの必要性の高ま

り」等が挙げられています2。この背

景の根拠や有効性の吟味に関しては

より学術的な議論も必要ですが、社

会の変化とそれに伴う人材育成の必

要性を背景として今回の教育改革が

進められていることが分かります。

　それに伴い、学力というものが再

定義されています。学校教育法第30

条の第2項では「生涯にわたり学習す

る基盤が培われるよう、基礎的な知

識及び技能を習得させるとともに、こ

れらを活用して課題を解決するため

に必要な思考力、判断力、表現力そ

の他の能力をはぐくみ、主体的に学

習に取り組む態度を養うことに、特に

意を用いなければならない」と記され

ています。そして、それらを集約する

三要素として、「知識・技能」、「思考

力・判断力・表現力」、「主体性を

もって多様な人々と協働して学ぶ態

度」の養成が掲げられており、大学入

試や教育課程の改革の基礎となって

います。例えば、これまでの一般入試

の方法では「主体性をもって多様な

人 と々協働して学ぶ態度」の評価が

不十分であるとして、調査書や志願

者本人の記載する資料（活動報告

書、志望理由書等）が積極的に活用

されるようになります。また、AO・推

薦入試も知識・技能および思考力・

判断力・表現力の評価のため、大学

実施の評価方法または、共通テスト

のうち、一つ以上が必要となるとの指

針が示されています3。

　では、このような改革に対して、学

校現場ではどのように準備、対応を

すれば良いのでしょうか。前述のよう

に、学力の三要素を審査するために

大学入試が変更されます。AO、推薦

入試に学力試験の要素が入る他、こ

れまでセンター試験の開始以来大き

な変更がなかった一般入試において

も単純にペーパーテストの点数だけ

ではなく、出願時の調査書や志願者

本人の記載する資料（活動報告書、

志望理由書等）が合否の判断材料と

して活用されます。調査書に関しては

これまでも学校にて作成・提出を行っ

てきましたが、志望理由書と特に活

動報告書に関しては、準備が必要と

なります。　

　文部科学省によると、志望理由書

に関しては「各大学が、学部等の教

育内容を踏まえ、入学希望理由や学

びたい内容・計画、卒業後を見据え

た目標等を記載させる。」としていま

す。こちらに関しては、比較的想像が

つきやすい内容です。では、一方で

活動報告書では、どのような記述が

求められるのでしょうか。項目例とし

ては、（１）学業に関する活動①学内

での活動内容※「総合的な学習の時

間」、部活動、生徒会活動等におい

て取り組んだ課題研究等、②学外で

の活動内容※ボランティア活動、各

種大会・コンクール、留学・海外経験

等、（２）課題研究等に関する活動①

（課題テーマを選んだ理由）②（概

要・成果）（３）資格・検定等に関する

活動　としています。この中で、目に

入るのが、「課題研究」という言葉で

す。学業に関する活動においても記述

が求められている上、（２）ではそれ単

体として記述が求められているもので

す。もちろん、AO、推薦入試では、さら

にその重要性が増しますが、一般入試

の選抜過程においても課題研究の内

容の記述が求められているのです。 

　課題研究は、もともと実業系の高

等学校に科目として存在していまし

た。近年、SSH（スーパーサイエンス

ハイスクール）やSGH（スーパーグ

ローバルハイスクール）では、中心的

な教育課程として実施されています。

その定義は明確に示されていません

が、拙著課題研究メソッド（写真）に

おいては、「先人たちが行った研究の

諸業績をふまえたうえで、社会・学術

の諸問題から自分が取り組むべき課

題を見いだし、それに対して、客観的

なデータをもとにしつつ、自分自身の

考察やアイデアなどで新たな知見を

創造、探究し、他者と共有すること

で、課題解決に貢献すること4。」とし

ています。課題研究は、他の教科以

上に学校における教育目標、カリ

キュラム、指導方法、評価方法の自

由度が高いものです。学校という組

織のなかで、これらをどのように設

定し、実行し、改善を続けていくの

かが問われています。言い換えれ

ば、総合的な学習（探究）の時間に

その学校の教育力が反映されると

言っても過言ではありません。次回

は、具体的な例を示しながら、その

効果的な方法等を紹介します。
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	0119新入試制度_パターン２_10-11
	0122面倒見のよい_12-13
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